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小学校における児童の表現力を豊かにする効果的な音楽授業法の研究
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抄録：平成23年度から改訂実施された小学校学習指導要領では、｢生きる力｣ の育成に加え、知識・技能の習得と思考力・判断力・

表現力等における育成におけるバランスを重視することが基本的ねらいとされている。そこで ｢感情表現を陶冶する効果的

な音楽授業の試み｣（2011）（南地研所報第27号）では、感情を表現する能力を自ら高めることを目的とする、楽器を使用し

た効果的な授業法を考察した。今回はさらに器楽用いた教材を工夫し、児童の思いや願いを大切にした効果的で汎用的なア

クティブラーニング型授業法を考察した。その結果、教師と児童は教科書の器楽合奏教材を基に､ 積極的で学習効果のある

授業活動を展開した。そして､ ６時限の音楽授業を実施した児童のアンケートでは、ほとんどの児童は充実した時間を過ご

し、その他の結果として周囲と協力して器楽合奏を成功させる学習体験を得たことがわかった。
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はじめに
小学校音楽授業における表現力陶冶の研究は、「鹿児島市立小学校における管楽器教育の可能性」（2006）、「鹿児島市立小
学校における管楽器教育の可能性（２）」（2008）、「感情表現を陶冶する効果的な音楽授業の試み」（2011）に続き、第４報になる。
まず、「鹿児島市立小学校における管楽器教育の可能性」（2006）では、新教育指導要領で年間学習時間数が約２/３になっ
た音楽授業においては、どのような活動実態があるのかを調査し、音楽授業への管楽器導入の可能性を探った。まず、小学
校において、可能である管楽器の授業についてその意義を考察し、次に鹿児島市立小学校や他地域の授業事例を詳細に考察
した。これらの考察を通して、児童が管楽器に興味を示していることに比較して、授業全体の中で管楽器を導入した授業の
割合は少なく、今後においてはさらに導入の工夫が必要であることを提言した。次に「鹿児島市立小学校における管楽器教育
の可能性（２）」（2008）では、実際に金管管楽器を導入した授業を提案し、実施することにより、児童の興味関心を引き出すことが
出来る授業であったことを検証することが出来た。そして、「感情表現を陶冶する効果的な音楽授業の試み」（2011）では、小学
校音楽科の器楽授業において児童が表現する能力を自ら高めることが出来る効果的な授業法の開発を考察した。そして本稿
では、さらに器楽を用いた音楽授業において、多様な楽器を導入することにより、効果的な音楽表現を陶冶する音楽授業を
考察した。

研究方法
①鹿児島市立山下小学校において、音楽教科担当教諭と協同して、研究課題に沿った音楽授業を実施する。
②研究授業実施後に児童を対象にしてアンケートを実施し、児童の達成感や興味関心等を考察する。
③小学校音楽科における器楽を使用した効果的な授業法について考察する。
④研究分担
・研究授業企画、計画作成及び授業実施：鹿児島市立山下小学校　上野久美教諭
・研究授業企画及び授業分析：鹿児島女子短期大学　新村元植
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Ⅰ．児童のモチベーションを高める汎用的音楽授業
昭和22年（1947年）に運用が開始された学習指導要領は、平成20年（2008年）で第８次の改訂学習指導要領になる。この
改訂では新たに小学校低学年から高学年までの歌唱、器楽、音楽づくり、鑑賞の各領域活動に共通する指導内容を ｢共通事
項｣ として示した。小学校学習指導要領音楽編（以下音楽編）においては、［共通事項］について､「音楽を特徴付けている
要素や音楽の仕組みを聴き取り､ それらの働きによって生み出される音楽的な面白さやよさを感じ取ること。｣ と記述され
ている。その内容は以下の通りである。
［共通事項］
（1）｢Ａ表現｣ 及び ｢Ｂ鑑賞｣ の指導を通して、次の事項を指導する。
ア　音楽を形づくっている要素のうち次の（ア）及び（イ）を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさ
を感じ取ること。
（ア）音色、リズム、速度、旋律、強弱、音の重なり、音階や調、泊の流れやフレーズなどの音楽を特徴付けている

要素
（イ）反復、問いと答え、変化などの音楽の仕組み

イ　音符、休符、記号や音楽にかかわる用語について、音楽活動を通して理解すること。

また、音楽編の ｢各学年の目標及び内容｣ では、｢目標｣ において、第１学年及び第２学年（低学年）の ｢（1）楽しく音
楽にかかわり、音楽に対する興味関心をもち、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育て
る。｣ から、第３学年及び第４学年（中学年）では ｢（1）進んで音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高め、音楽経験を生
かして～以下同文。｣ に変わっている。さらに第５学年及び第６学年（高学年）では、｢（1）創造的に音楽にかかわり、音楽
活動への意欲を高め、音楽経験を生かして～以下同文。｣ という指導目標を示している。これは､ 音楽授業の中で ｢楽しく｣
から ｢進んで｣、さらに ｢創造的｣ に音楽にかかわることを小学校音楽での目標としているのである。そして､ この中で最
も重要視されることは、中学年での音楽授業が自ら進んで音楽に親しむ態度をねらいとしていることである。これは、低学
年での音楽授業が自らの感情を表現出来る授業教材が多く、教師の指導も児童のモチベーションを基に指導しやすい授業で
あることを基にしている。また、音楽編の第３章各学年の目標及び内容 ｢Ａ表現｣（2）では、｢音楽を感じ取って器楽の表
現を工夫する能力、楽曲に合った表現能力、音を合わせて演奏する能力を育てていくことが指導のねらいとなる｡｣（抜粋）
としている。この中学年での音楽指導において、指導目標である ｢進んで音楽にかかわる態度や意欲を高める｣ には、教師
の言語表現能力を含めた授業スキルや児童の音楽的興味関心に合った授業内容が、より必要になってくる。高学年では、さ
らに高度な内容を指導出来る授業指導力が必要である。また、中学年での授業運営がうまく行かないと高学年での児童のモ
チベーション維持が難しくなり、授業運営が困難になることが考えられる。そこで本稿では４年生の教科書教材を基にして、
児童の授業へのモチベーション高める事を目的の一つとした、さらに進化した器楽授業を考察した。

Ⅱ．器楽指導における教師の悩み
教員養成大学での音楽教科指導については、音楽編の理論的指導と歌唱指導を中心にカリキュラムが組まれている大学が
多い。これは、学生に対する一斉教授指導がしやすく、何よりも効率的な授業が計画できるからである。また、学生に対す
る声楽も含めた、個々の専攻楽器についても指導が行われているが、音楽授業で指導しなければならない ｢Ａ表現｣ 領域に
おける器楽分野の指導については、大学の限られた授業時数で十分な指導が行われているとは言えない。音楽大学や教育養
成大学おいて音楽を専攻する学生は、各自の専攻する楽器について、技術を習得しようとする個人や集団のレッスンはカリ
キュラムとして存在する。しかし、音楽授業における限られた楽器と時間の中で器楽合奏を実施する学修活動については、
大学における教科音楽の教育法授業だけでは器楽授業法の十分な時間数を確保できず、取り扱いが難しい現状がある。本短
期大学で筆者が担当する小学校音楽科教育法では、学生が作成した学習指導案に基づく模擬授業を実施している。この授業
においても ｢Ａ表現｣ 領域の歌唱分野における指導力向上がねらいであり、器楽合奏を指導する模擬授業は理論的授業とし
ては取り扱うが、模擬授業としての取り扱いが十分に出来ない現状がある。特に小学校教員養成課程のカリキュラムについ
ては、国語（書写を含む。）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭及び体育の各教科指導法についてもほぼ全て
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が必修である教員養成大学が多い。このように修得する教科指導法が多い状況で、器楽指導に関する音楽授業法について、
学生時に十分な指導が行われているとは言えない。佐野（2010）は、｢大学の教員養成に関する問題提起や提案としては、
実際の指導に役立つレッスンや講義を望む声が強い。教職課程における実技関係のレッスン・講義のあり方を問い直す必要
がある。また、器楽指導に関しては、授業時間や楽器など様々な制約の中で、いかに効率よい指導を展開するかが大きな課
題となっている。そして、歌唱の際にも指摘されたが、ここでも教師の言語表現の豊かさが問われている。どの活動におい
ても、『表現を工夫して』は頻繁に使用される指導言であるが、具体的な内容が示されず、ただ『工夫』が連呼されているケー
スも少なくない。何をどう工夫するのか、子どもにわかりやすく具体的に示すことは、器楽の学習指導に限らず、重要な課
題である。（抜粋）｣ と述べて若手教師が以下の悩みを抱えていることを指摘している。１）

（1）合奏における諸課題～様々な制約（時間・楽器等）の中で～
○合奏指導において楽器の数のバランスや調整の仕方、人数の振り分け方がわからない。
○グループでの合奏をする際 ｢表現を工夫して｣ という時に自分自身の指導が未熟なため、工夫とはどういうことかを具
体的に伝えられなくて困っている。

（2）個人差への対応
○リコーダーなど個人差が出やすいものの指導をする際、どうしても個別の指導がしきれない実態がある。ＴＴをやって
いた頃はそれがスムーズに行うことができたが、教科指導も１人で担任を持っていると時間も取りにくく、どのように
したらいいか模索中である。

（3）リコーダー指導
○全員が初めて手に持ち、ゼロから同じような指導をしているリコーダーなのだが…授業が始まって三か月くらいで少し
ずつ差が出てきているのが気になる。また、他の学年の合奏では音を止めるルールを徹底しないと、説明が届かないほ
ど音があふれかえってしまう。

（4）子どもの実態に合った選曲・編曲
○器楽指導の選曲は難しい。難しすぎても途中で生徒やる気をなくしてしまうだろうし、簡単すぎても達成感がもちにく
い。ある程度演奏しやすいフレーズやリズム等の曲で、かつ、演奏するとそれなりの形になる曲を見つけるのはなかな
か大変。また、演奏しやすいようにアレンジしたりもするので、そういう技術がある程度身についているとやりやすい
ように感じる。

（5）教師自身の経験、知識・技能の不足
○活動を通してねらいにせまる前に、様々な楽器の扱いでとまどいを感じている。自分の音楽経験とも深く関わっており、
専攻以外のことも広く学んでおけばよかったと反省している。これは、課外で任せられる金管バンドについても言える
こと。
○コードの知識や即興的な演奏技術がないので、なかなか児童個々のニーズに対応できない。

これらの課題について、現在の教員養成大学においては十分な指導が出来ていない状況があり、現場の教師は日々の授業
から効果的な教授法を模索し、課題解決を図っているのが現状である。そこで、本稿では実際の授業において実施可能な器
楽授業を提案し、日々の授業での課題解決に資した授業法を考察する。

Ⅲ．山下小学校の器楽授業
１．授業実施クラス
山下小学校４年１組は児童数39名で男子児童20名、女子児童19名である。活発な言動のクラスで、教師の言葉によく反応
する能動的児童が多い。器楽授業における楽器選定については教師の助言によく従い、意欲を持って表現しようとする児童
が多い。

２．教材について
使用教科書：｢小学生の音楽４｣（2015）教育芸術社
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実施教材の ｢茶色のこびん｣ は原曲を ｢Little Brown Jug｣ という。アメリカ合衆国で1869年に出版された。日本にはグ
レンミラー楽団の Swing Jazz として人気を博した。｢小学校の音楽４｣ では器楽合奏の教材であり、｢主旋律を生かしたバ
ランスのよい合奏と響きのよい音を意識して合奏すること｣２）が求められている。本稿では、教科書に示された楽器に加え
て、小学校でも金管バンドや吹奏楽で使用されている金管楽器、木管楽器及びその他の打楽器を用いて、児童が豊かな響き
を工夫する器楽合奏を試みる。

３．４年１組音楽科指導計画
（1）指導期間：2016年11月４日～12月20日
（2）題材名：いろいろな音のひびきを感じ取ろう
（3）教材名：｢茶色のこびん｣ ～ゆたかな音のひびきを味わいながら演奏しよう～

４．授業の実際
（1）第１次（実施日　2016/11/４）

主な学習活動 ●教師の働きかけ　◆評価

「曲の感じをつかみ、主旋律を歌ったり、副次的な旋律を演

奏したりする。」

１）｢茶色のこびん｣ を歌ってみよう。

２）器楽演奏CDを鑑賞する。

◯器楽の演奏を聴いて、合奏曲としての全体の感じをつか

む。

◯他のスタイルの演奏を聴いて、今後の見通しを持つ。

◯音楽の感じをつかむ。

３）リコーダーの練習。

◯旋律の演奏に慣れる。

●伴奏やリズムや歌詞の様子に着目するよう促すことで、

楽しい感じを味わえるようにする。

●楽器の音色や種類に着目して聴くことで、合奏全体の雰

囲気を捉えられるようにする。

◆全体的な曲の感じをとらえ、合奏に意欲を持っている。

展開
１）｢茶色のこびん｣ を歌ってみよう。
① ｢茶色のこびん｣ の歌詞について内容を理解する。
・教科書を基に教材の視覚的に理解させる。・歌詞の内容について児童の興味関心を引き出す。
②範唱CDに合わせて主旋律を歌唱する。
・歌唱する際の注意について指導する。

２）器楽演奏CDを鑑賞する。
①旋律の重なり、演奏楽器を理解する。
・教科書の楽譜を見て範奏を聴くことにより、音質の違いや各楽器のリズムや音程を理解する。

３）リコーダーの練習。
①教師の範奏→児童の練習→児童の合奏→個別指導
②教師が主旋律、児童はリコーダーパートを演奏し、５分程度の練習でリコーダーパートの練習終了。
４）次時の予告。
①教師が教科書と違う合奏を提案して児童に工夫を考えさせる。
②吹奏楽の Jazz アレンジ CDを鑑賞する。
③鑑賞後の児童は ｢おしゃれ｣ ｢こっちがよい｣ という感想を述べる。
④次回の音楽授業では合奏について児童の工夫を期待することを告げる。
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（2）第２次（実施日　2016/11/８）

主な学習活動 ●教師の働きかけ　◆評価

「各パートの特徴や役割を理解し、パート分けをする。」

１）パートの役割を知って、パートを決めよう。

２）範奏を鑑賞する。

◯和音や低音を聴きそれぞれの特徴を感じ取る。

３）教科書旋律の各パート人数分けをする。

◯合奏を工夫する。

◯バランスのよい合奏をつくる。

●リズム打ちをさせたり、パートごとに聴いたりすること

で、主旋律、飾りの旋律、伴奏などの役割を理解できる

ようにする。

◆各パートの役割を理解し、パートで協力して練習しよう

としている。

展開
１）パートの役割を知って、パートを決めよう。
①楽譜を提示してどこが主旋律か理解させる。
・飾りの旋律（オブリガート）→リコーダー　・伴奏→木琴・鉄琴・オルガン

２）範奏を鑑賞する。
・どのように楽器で演奏しているか。　・リズムパートの打楽器（大太鼓 ･小太鼓 ･シンバル）

３）教科書旋律の各パート人数分け。（　）は人数。
①主旋律→鍵盤ハーモニカ（10）	 ②飾りの旋律→鉄琴（4）、リコーダー（9）
③伴奏→木琴（4）、オルガン（6）	 ④打楽器→大太鼓、小太鼓、シンバル（各 1）
＊打楽器希望が多い、鍵盤ハーモニカは低学年で使用するので希望者が少ない。
＊練習時間は約15分程度で次回の授業で主として練習する。

（3）第３次（実施日　2016/11/25）

主な学習活動 ●教師の働きかけ　◆評価

パートリーダーを中心にパート練習に取り組み、合奏す

る。」

１）茶色のこびんの曲構成について確認する。

◯主旋律（鍵盤ハーモニカ）

◯飾りの旋律（鉄琴・リコーダー）

◯伴奏（木琴・オルガン）

◯リズム伴奏（打楽器）

２）オリジナルの合奏にしよう。

◯バランスのよい合奏をつくる。

３）合奏を工夫するためには？

４）教科書による合奏してみる。

◯合奏の楽しさを味わう。

５）合奏を評価する。

●パートごとに協力できるように、リーダーを中心に協力
の振り返りをするようにする。
◆自分のパートの階名やリズムを、意欲的に歌ったりリズ
ム打ちをしたりしながら、練習に取り組んでいる。

展開
１）茶色のこびんの曲構成について確認する。
①曲の構成。
・主旋律（鍵盤ハーモニカ）　・飾りの旋律（鉄琴、リコーダー）　・伴奏（木琴、オルガン）
・リズム（大太鼓、小太鼓、シンバル）
＊児童で考えさせる。
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２）オリジナルの合奏にしよう。
①児童の提案。
・旋律の高さ（オクターブ）を変える。　・メロディー（主旋律）が大切。

３）合奏を工夫するためには？（児童の意見を基に合奏を工夫する。）
①２回目以降のメロディーを他の楽器で変化をつける。
②伴奏の高さ（オクターブ）を変える。
③打楽器を加える。
④管楽器を加える。
４）教科書による合奏してみる。
①各パートに分かれて練習。（　）は人数。
＊打楽器は単純であるが人気である。鍵盤ハーモニカは２～３年生の楽器という認識があり、人気が無い。
②リコーダー（8）、鍵盤ハーモニカ（10）、オルガン（3）、ピアノ（1）、鉄琴（1）、木琴（1）、マリンバ（1）、大太鼓（1）、
小太鼓（1）、シンバル（1）
＊リコーダーと鍵盤ハーモニカについては、その後の授業で他の楽器へ移動するなど減少する。

５）合奏を評価する。
①１回目　メロディー（主旋律）が聞こえた。→他の各楽器は聞こえたか？
②２回目　各楽器の工夫→演奏しない時、リズムを取っていた。
③３回目　各パートリーダーが評価。
＊管楽器の導入は出来なかった。 ＊次時に管楽器を導入することを予告する。

（4）第４次（実施日　2016/11/29）

主な学習活動  ●教師の働きかけ　◆評価

「さらに豊かなひびきにするための工夫をみんなで話し合

い、『４年１組オリジナルの茶色のこびん』をつくる。」

１）管楽器、その他の打楽器を加える。

◯リズムを工夫する。

◯管楽器を入れる。

◯ピアノを入れる。

２）合奏しよう。

◯合奏の楽しさを味わう。

３）次回は細かいバランスを考える。曲を繰り返して変化を

つける。

●どんな工夫をしたら、４年１組らしいかという観点で考

えさせることで、オリジナルの工夫が出来るようにす

る。

◆今の合奏を楽しみながら、さらなる工夫を考えようとし

ている。

展開
１）管楽器、その他の打楽器を加える。
①各パートのバランスが崩れないように考える。
②タイミングがずれないように気を付ける。
２）合奏しよう。（画像１、画像２）
①管楽器を加えた各パートの練習、15分実施。（楽器パート：楽譜２）
フルート（1）、クラリネット（3）、アルトサックス（1）、テナーサックス（1）、ホルン（1）、トランペット（3）
②各楽器の演奏については、クラリネットやトランペット等の楽器を増やす。
③高さ（オクターブ）を変えたり、曲の前半後半でパートを入れ替えて響きの変化をつける。
＊指導者は各パートを指導する。　＊打楽器担当児童の希望を聴き、リズムを組み立てる。
＊全体合奏を２回実施。各パートは熱心に取り組んだ。　＊各児童がモチベーションを持った、良い授業を展開した。
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３）次回は細かいバランスを考える。曲を繰り返して変化をつける。

（5）第５次（実施日　2016/12/13）

主な学習活動 ●教師の働きかけ　◆評価

「バランスに気をつけて、演奏順を話し合いながら合奏す

る。」

１）打楽器パートの編成。

◯管楽器と他の楽器のバランスを考える。

２）演奏順を工夫する。

３）各パートを練習する。

４）全体合奏をしてみる。

◯合奏の楽しさを味わう。

●パートごとの役割や全体のバランスを考えさせること

で、楽器の組み合わせや順番を工夫できるようにする。

◆役割やバランスを感じながら、合奏することが出来る。

展開
１）打楽器Ａ ･Ｂパートの編成。
・トライアングル
・クラベス
・タンブリン
・ボンゴ　　　　　　

（Ａ）
・コンガ　　
・シンバル　
・小太鼓　　（Ｂ）
・大太鼓　　
２）演奏順を工夫する。（楽譜２）
①Ａピアノ
②器楽Ａ（教科書の楽器編成）＋打楽器Ｂ
　（画像５）
③Ｂオルガン（管楽器、打楽器担当の児童は移動する）
④器楽Ｂ（管楽器、打楽器以外の器楽担当児童）＋茶色のこびん斉唱
⑤Ａピアノ
⑥管楽器＋打楽器Ａ

画像１：リコーダー ･鍵盤ハーモニカ練習 画像２：管楽器練習

楽譜１：打楽器パートのリズムパターン
＊打楽器パートのリズム指導は教師が担当する。
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⑦Ｂオルガン
⑧器楽Ｂ＋管楽器＋打楽器Ａ（画像６）
３）各パートを練習する。
＊音色や音量のバランスを考えた様々な演奏の工夫と
合奏をよりよくする表現の工夫。

４）全体合奏をしてみる。
①主旋律と他のパートとのバランスや音色の対比などに
気を付けさせる。
②お互いにきき合いながら合奏する。
＊児童の感想
・初めての合奏はスムーズに進行しなかったが、途中止ま
りながらも最後まで演奏することが出来た。
・最後の演奏の響きの重なりがよかった。
・次の演奏のタイミングなど流れがはっきりしなかった、練習が必要。
・管楽器と打楽器の演奏で打楽器とのバランスが悪いので打楽器がある時と無い時を演奏してバランスを考える。

５）次時の予告
＊次回はさらに練習して、４年１組クラス担任の前で発表する。

（6）第６次（実施日 2016/12/20）

主な学習活動 ●教師の働きかけ　◆評価

「まとめの合奏をして自分たちの演奏を楽しみ、４年１組の

オリジナルの工夫を仕上げよう｡」

１）本時の確認をする。

２）演奏体型に移動する。

３）学級担任に練習成果を発表する。

◯担任を招待してまとめの発表会をする。

●担任を招待することで意欲と緊張感を持ってまとめの演

奏に取り組むことが出来るようにする。

◆パートや全体で合奏を楽しむことが出来る。

展開
１）本時の確認をする。
①２学期最後の授業であること。
② ｢茶色のこびん｣ 演奏について、楽器及び演奏の確認。
・管楽器、打楽器、歌を入れた。
・間奏も工夫して、これらを組み合わせて、さらに盛り上がる合奏にする。
・演奏と共に体でリズムを取り、「動き」を入れてみる。
・｢４年１組のオリジナルの工夫を仕上げよう｡｣ という目標を確認する。

２）演奏体型に移動する。（画像４）
①各パートで練習（10分）

画像３：打楽器パート練習
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画像４：第６次合奏の楽器配置イメージ
＊フルート、クラリネット各１名は合奏当日欠席

楽譜２：管楽器及びその他の楽器パート配置
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３）学級担任に練習成果を発表する。（画像５･６）

Ⅳ．終了後の児童アンケート
第６次の授業終了後４年１組にアンケート調査を実施した。男子20名中17名、女子19名中17名の回答があった。その集計
内容と主な感想は以下の通りである。なお、児童の回答についての表現は漢字表現をのぞき、ほとんど原文通りである。ア
ンケート１）では演奏が技術について感想を求めたが、約70％（23名/34名）の児童がうまく演奏出来たと答えた。（図１）
アンケート３）では演奏した達成感について、約87％（29名/34名）の児童が大変楽しかったと答えた。（図２）児童の回答
からは、今回の音楽授業について児童が興味や関心を持って主体的に参加したことがわかる。そして、回答した児童の34名
（男子17名、女子17名）中１～２名の児童が普通または楽しくなかったと答えているが、自分なりにしっかり演奏できなかっ
たことを評価したと考えられる。また、うまく演奏できなかった児童は周囲と比較して自己の演奏を評価している。教師は
うまく出来なかった児童が音楽に対する興味関心を失わないようにしなければならないが、器楽指導は各楽器ごとの指導に
時間が必要であることに注意し、練習に対して児童が自発的に取り組むことを促す声かけや励まし方などに配慮する必要が
ある。音楽授業で器楽合奏を成功させるには、児童が相互に教え合うことが不可欠であり、アンケートの感想からは、クラ
スで高い満足度や達成感があったことから今回の器楽授業により、クラスの連携がさらに深まったことが推察できる。以上
を総合すると４年１組のクラス全体が高いモチベーションを保ち、周囲と連携してオリジナルの演奏を成功させようとして
おり、この授業の目的は達成されたと考える。

画像５：器楽合奏演奏 画像６：全楽器演奏

図１：うまく演奏できましたか。 図２：演奏は楽しかったですか。
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【アンケート内容】
１）うまく演奏できましたか。（図１）
２）～６時間をふり返って～４年１組オリジナル「茶色のこびん」をつくりあげて「うまくいったな」　　「ここがよかった
な」と思うことを教えてください。

◆自分について
◯「うまくできた」、「少しうまくできた」と回答した児童

男子児童・間違えずに演奏出来た。・間違えても演奏出来た。・音の高さ（オクターブ）を工夫した。・リズムが出来た。・歌っ
たところがよかった。・最初はうまく出来なかったが最後はうまく出来た。

女子児童・間違えずに出来た。・リズムに乗って横に揺れて演奏が出来た。リズムに乗れた。・歌もちゃんと歌えた。・演奏
を工夫出来た。・練習を生かせた。・練習よりうまく出来た。
◯「普通」、「あまり」と回答した児童

男子児童・あまりしっかり出来なかった。
女子児童・最初だけ出来た。
◆クラス全体について
◯「うまくできた」、「少しうまくできた」と回答した児童

男子児童・最初はうまく出来なかったが、少しうまく出来た。・とても良かった。リズムと揺れて楽しく歌った。・クラス
全員のいきがそろって良かった。・音の重なりが出来ていた。・全体でアイデアをたくさん出して曲がまとまって演奏でき
た。・タイミングが合っていて、バランスも良かった。・笑顔で楽しめた。

女子児童・ちょっと出来た。・緊張している人もいたが上手に出来た。・歌を入れるなどの工夫が出来た。・いろんな楽器で
演奏して面白かった。楽しそうに演奏していた。・体が揺れて良かった。・歌もちゃんと歌えた。・演奏工夫できて、練習を
活かせた。・全体的なスピードが遅くなった。・リズム良く楽しそうに演奏していた。・良く演奏出来たと思った。
◯「普通」、「あまり」と回答した児童

男子児童・ちゃんとしっかり演奏が出来た。
女子児童・メロディーがしっかりしていて良かった。
２）「もう少しだな」「もっとがんばりたいな」と思うことを教えてください。

男子児童・音が重なるところを頑張りたい。・最後がもう少しだった。・演奏がうまくなりたい。 ・木琴のドレミを覚えたい。・
リズムが取れればよかった。・他の楽器と合わせる。・リズムに乗って楽しく演奏したい。・かっこいい曲にしたい。・演奏の
タイミングが悪かった。・演奏を間違えた。

女子児童・笑顔で出来たらよかった。・演奏を間違えた。・自分が歌に入るときに遅れた。・管楽器を楽しく演奏したい。・
リズム良く演奏する。・恥ずかしがらずに演奏する。・音をきれいに演奏する。・演奏の準備が遅くなったこと。・演奏途中で
の移動が焦ってしまった。・聴いてる人に ｢良かった｣ ｢すごいね｣ と言われるように頑張りたい。・最初よりとてもうまく
出来た。・途中から（旋律を）覚えていなかった。
３）演奏は楽しかったですか。（図２）
４）４年１組のオリジナルの ｢茶色のこびん｣ を演奏してどうでしたか？
○「大変楽しかった」、「少し楽しかった」と回答した児童

男子児童・演奏を楽しくできた。・みんなと協力して茶色のこびんを弾けた。・いろいろな楽器を使い工夫して演奏出来た。・
自分で曲を作るという新鮮さがあった。・明るく元気に出来た。・体を揺らしたり、リズムが出来た。・先生に聞いてもらっ
て嬉しかった。・また演奏したい。・楽器にたくさんふれ合えた。・クラス全体で仲良く出来た。・最初が難しかった。

女子児童・みんなといろいろ工夫して最後にいい演奏が出来た。・友達と協力した。・揺れながら楽しく管楽器を演奏出来
た。・間違えたところは友達に聴いたりして協力が出来た。・いろいろな楽器を入れてみんなも楽しんだ。・練習の時よりも
上手に出来た。・クラスで仲良く出来た。みんなで協力してアイデアを出せた。・楽器のバランスや組み合わせが良かった。・
みんな楽しそうだった。・リズムや音が合っていた。・みんなでオリジナルの茶色のこびんを楽しく出来た。・４年１組でみ
んなと演奏することが好きだ。
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◯「あまり楽しくなかった」と回答した児童

女子児童・最初は出来たが、あとから（記憶して演奏）出来なかった。

おわりに
今回の授業は音楽授業の器楽分野において、教科書を基にしたオリジナルの合奏を工夫して児童の表現力を伸ばすことを

意図した授業であった。これら一連の音楽授業は、問題解決学習、体験学習、グループワーク等のアクティブラーニング型
授業であり、児童のモチベーションを基にした学習としては有効な授業法である。教科書ではリコーダーや鍵盤ハーモニカ
を主体に合奏をするが、今回のオリジナルの合奏ではこれらに加えて、管楽器やその他の打楽器を加えて多様な楽器を使用
するなど、児童の興味や関心を引き出すことの出来た授業であった。また、楽器の種類が増えることにより、児童がさらに
小グループ及び単独の演奏を担当することで、演奏の優劣を競うことよりも児童相互が教え合い協力して合奏を作り上げる
効果があった。このことは、アンケートの「協力」「クラス全体」「友達」という言葉の表出がこれらの効果を示している。
今回はこの単元の標準音楽授業時間より３時限ほど余分の時間を費やしたが、その他の音楽授業より効果のあるアクティブ
ラーニング型授業であったと考える。音楽教科指導担当教諭の授業実施後では、「器楽合奏を工夫する音楽授業はこれまで
小学校高学年では実施してきたが、４学年で実施したのは初めてであり、児童の興味関心が高かった。実際には演奏能力が
未熟である児童もいたが、今回は演奏出来たと答えるなど、授業へ積極的に参加していた。４年生でも今後はこのような器
楽授業が実施できるという自信になった。」という感想であった。今回の音楽授業により、児童は曲想を感じ取る力や表現の
技能について、より積極的に学習するモチベーションが増し、楽器の特性や強弱やテンポや旋律の演奏など、音楽の要素に
対する感受性も鋭くなったことが考えられる。児童は今回の音楽授業で歌唱にも積極的な姿が見られたが、器楽は多様な表
現が出来ることが児童にとってさらに魅力的なコンテンツである。一方、器楽授業は楽器の種類が増加に比例して指導時間
が増加することが難しい授業でもある。特に授業実施者は１時限45分で教科書やその他の歌唱指導、授業の導入で毎回約20
分ほどを使用し、実際の器楽授業実施は25分程度で、合奏準備の時間を考えるとリハーサル時間はさらに短い。今回の授業
では、これらを考慮して汎用的器楽授業法に繋げるために、教科書の旋律を加工せず使用して教師の負担を軽減した。授業
における教師の負担軽減については、教師だけでは無く、各楽器の児童リーダーによる指導、助言も必要である。これには、
各楽器が得意な児童の積極的な関与を利用して指導する方法を考えることが必要であり、このことが器楽指導がスムーズに
進行し、授業全体を成功に導く一方法であろう。もちろん、これらの授業計画には、器楽指導の楽器編成や楽譜のパート分
けなど、事前の準備が必要であるが、教師にとって児童の達成感に繋がる器楽合奏の指導経験はその後の音楽授業に必ず生
きてくるであろう。
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